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秋の湯小屋「玉子湯」

　
古
く
か
ら
奥
州
三
高
湯
に

数
え
ら
れ
る
、
福
島
県
高
湯

温
泉
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の

が
旅
館
玉
子
湯
（
後
藤
省
一

社
長
）
だ
。
多
量
に
湧
き
出

す
乳
白
色
の
お
湯
は
、加
水
、

加
温
を
行
わ
な
い
源
泉
か
け

流
し
の
硫
黄
泉
。

　
東
北
屈
指
の
薬
湯
と
し
て

も
名
高
く
、
神
経
痛
を
始
め

諸
病
に
悩
む
人
々
を
癒
し
て

き
た
。こ
の
お
湯
に
入
る
と
、

肌
が
玉
子
の
よ
う
に
滑
ら
か

に
な
る
こ
と
と
、
温
泉
の
に

お
い
が
ゆ
で
玉
子
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
け

ら
れ
た
。

　
広
々
と
し
た
庭
園
を
そ
ぞ

ろ
歩
く
と
、
趣
の
あ
る
茅
葺

き
の
湯
小
屋
「
玉
子
湯
」
が

１
４
０
年
前
の
創
業
当
時
と

変
わ
ら
ぬ
姿
で
湯
浴
み
客
を

迎
え
る
。
湯
小
屋
か
ら
さ
ら

に
歩
く
と
、
二
つ
の
野
天
岩

風
呂
、
女
性
専
用
の
露
天
風

呂
、
足
湯
が
点
在
す
る
。
春

か
ら
夏
は
輝
く
緑
、
秋
は
紅

葉
、
冬
は
降
り
積
も
る
雪
を

楽
し
み
な
が
ら
思
う
存
分
、

湯
め
ぐ
り
を
楽
し
み
た
い
。

　
▽
旅
館
玉
子
湯
は
福
島
県

福
島
市
町
庭
坂
字
高
湯
７
。

☎
０
２
４
（
５
９
１
）
１
１

７
１
。http://www.tamagoy

u.net/

深山荘高見屋の露天桶風呂

風
情
豊
か
な
格
式

　
タ
カ
ミ
ヤ
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ（
岡
崎
彌
平
治
社
長
）は
、

山
形
県
内
で
９
軒
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
、
創
業

２
９
８
年
の
老
舗
。
蔵
王
温

泉
で
は
「
深
山
荘
高
見
屋
」

を
中
心
に
５
軒
。
日
本
海
側

で
は
湯
野
浜
、
あ
つ
み
両
温

泉
で
各
１
軒
。
さ
ら
に
２
０

１
２
年
春
に
は
小
野
川
温
泉

（
米
沢
市
）
に
「
湯
杜
　
匠

味
庵
　
山
川
」を
オ
ー
プ
ン
。

昨
年
か
ら
白
布
温
泉
（
同
）

で
「
季
味
の
宿
　
山
の
季
」

を
経
営
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
の

月
に
は
同

県
草
薙
温
泉
に
「
高
見
屋
最

上
川
別
邸
紅
」
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
。
グ
ル
ー
プ
旅
館

で
県
内
の
湯
巡
り
が
楽
し
め

る
。

　
中
核
施
設
の
深
山
荘
高
見

屋
は
、
蔵
王
温
泉
の
中
で
も

最
も
奥
の
高
台
に
位
置
す

る
。
創
業
は
江
戸
時
代
の
享

保
元
年
（
１
７
１
６
）
。
間

も
な
く
創
業
３
０
０
年
を
迎

え
よ
う
と
い
う
老
舗
だ
が
、

歴
史
の
重
み
と
和
モ
ダ
ン
の

内
装
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
、

館
内
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

を
か
も
し
出
す
。

　
湯
は
自
家
源
泉
の
掛
け
流

し
。
湯
量
豊
富
な
蔵
王
の
湯

を
新
鮮
な
ま
ま
、

時
間
楽

し
め
る
。

　
本
館
１
階
の「
長
寿
の
湯
」

は
、
露
天
の
桶

風
呂
も
備
え
た

内
湯
。
創
業
以

来
の
昔
な
が
ら

の
木
造
の
風
呂

は
、
湯
治
場
と

し
て
の
風
情
を

感
じ
さ
せ
る
。

露
天
風
呂
付
き

客
室
を
備
え
た

ス
イ
ー
ト
棟

「
離
庵
山
水
」

に
あ
る
「
せ
せ

ら
ぎ
の
湯
」も
、

石
づ
く
り
の
露

天
風
呂
や
露
天
桶
風
呂
、
ひ

の
き
湯
が
あ
り
、
風
情
が
あ

る
。
貸
し
切
り
風
呂
の
露
天

「
吉
備
多
賀
湯
」
と
「
山
の

慈
（
め
ぐ
）
み
湯
」
も
人
気

が
高
い
。

　
グ
ル
ー
プ
運
営
の
蔵
王
温

泉
内
の
５
軒
の
風
呂
を
湯
め

ぐ
り
気
分
で
無
料
で
楽
し
め

る
の
も
、
温
泉
好
き
に
は
た

ま
ら
な
い
。

　
同
館
の
歴
史
の
深
さ
を
知

る
に
は
、
「
明
治
天
皇
行
在

所
（
あ
ん
ざ
い
し
ょ
）
」
な

ど
、
県
内
外
の
伝
統
あ
る
家

屋
や
土
蔵
５
棟
を
蔵
王
の
地

に
移
築
、
復
元
し
た
施
設

「
童
（
わ
ら
べ
）
の
里
」
も

お
す
す
め
。
天
皇
家
か
ら
の

賜
り
物
や
江
戸
時
代
の
藩
主

ら
が
使
っ
た
湯
治
具
な
ど
、

同
館
に
代
々
伝
わ
る
品
を
展

示
し
て
お
り
、
歴
史
、
文
化

面
で
の
知
的
好
奇
心
を
満
た

し
て
く
れ
る
。

　
▽
深
山
荘
高
見
屋
は
山
形

県
山
形
市
蔵
王
温
泉

。
☎

０
２
３
（
６
９
４
）
９
３
３

３
。http://www.zao.co.jp/

太
子
の
湯

　
福
島
県
土
湯
温
泉
の
山
水

荘
（
渡
辺
和
裕
社
長
）
は
、

荒
川
と
二
段
の
滝
を
眺
め
る

展
望
大
浴
場
や
野
湯
「
太
子

の
湯
」
、
５
カ
所
の
貸
し
切

り
風
呂
を
持
つ
温
泉
三
昧
の

宿
で
、
宿
泊
客
の
心
と
体
を

癒
や
す
。

　
６
階
の
展
望
大
浴
場
「
瀧

の
湯
」
か
ら
は
、
荒
川
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
雄
大
な
景
勝

を
大
パ
ノ
ラ
マ
で
、
湯
船
に

浸
か
り
な
が
ら
存
分
に
味
わ

え
る
。

　
も
う
一
つ
の
展
望
大
浴
場

「
淵
の
湯
」
は
旅
館
で
は
珍

し
い
２
階
建
て
の
造
り
に
な

っ
て
お
り
、
浅
湯
、
深
湯
の

さ
ま
ざ
ま
な
湯
船
を
楽
し
め

る
。

　
３
階
に
は
同

温
泉
に
伝
説
が

残
る
聖
徳
太
子

の
名
を
冠
し
た

露
天
風
呂
、
太

子
の
湯
が
あ

る
。
荒
川
二
段

の
滝
が
圧
倒
的

な
水
量
で
流
れ

落
ち
る
様
は
ま

さ
に
絶
景
。
今

で
は
珍
し
い
男

女
混
浴
制
を
と

っ
て
い
る
が
、

女
性
専
用
の
時

間
（
午
後
７
～


時
）
も
設
け
て
い
る
。

　
▽
風
望
天
流
　
太
子
の
湯

山
水
荘
は
福
島
県
福
島
市
土

湯
温
泉
町
字
油
畑

。
☎
０

２
４（
５
９
５
）２
１
４
１
。

http://www.sansuiso.jp/

露
天
風
呂
を
備
え
た
「
清
流
の
湯
」

　
９
本
の
自
家
源
泉
を
持

ち
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
神

奈
川
県
箱
根
湯
本
温
泉
の
ホ

テ
ル
河
鹿
荘
（
井
島
誠
行
社

長
）
。
展
望
抜
群
の
「
清
流

の
湯
」
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を

感
じ
る
「
早
雲
の
湯
」
、
二

つ
の
大
浴
場
が
好
評
だ
。

　
清
流
の
湯
は
６
階
の
展
望

露
天
風
呂
。
木
目
が
美
し
い

ウ
ッ
ド
テ
ラ
ス
に
４
タ
イ
プ

の
露
天
風
呂
を
備
え
た
「
ほ

し
み
四
湯
」
や
檜
で
で
き
た

樽
型
の
「
は
な
み
の
湯
」
な

ど
が
あ
る
。
２
階
の
早
雲
の

湯
は
、
岩
と
檜
の
二
つ
の
露

天
風
呂
と
内
湯
。
内
湯
は
幅

が

㍍
と
広
々
と
し
、
窓
が

大
き
く
て
明
る
い
。

　
清
流
の
湯
と
早
雲
の
湯
は

男
女
入
れ
替
え
制
で
、
１
泊

２
日
の
滞
在
で

も
朝
湯
に
入
れ

ば
両
方
を
堪
能

で
き
る
。

　

の
客
室
の

う
ち

室
が
露

天
風
呂
付
き
。

毎
月
献
立
を
変

え
る
料
理
も
自

慢
で
、
相
模
湾

の
旬
の
魚
介
を

中
心
に
逸
品
が

そ
ろ
う
。
自
然

豊
か
な
立
地
だ

が
、
東
京
か
ら

新
幹
線
で

分
と
交
通
の
利

便
性
も
よ
い
。

　
▽
ホ
テ
ル
河
鹿
荘
は
神
奈

川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
湯
本

６
８
８
。
☎
０
４
６
０
（
８

５
）５
５
６
１
。http://www

.kajikaso.co.jp/

男
性
露
天
風
呂
「
朝
凪
」

　
水
平
線
に
沈
む
夕
陽
の
美

し
さ
が
感
動
的
な
新
潟
県
瀬

波
温
泉
。
同
温
泉
屈
指
の
名

旅
館
、
今
年
創
業

周
年
を

迎
え
た
夕
映
え
の
宿
汐
美
荘

（
浅
野
謙
一
社
長
）
は
、
風

呂
の
種
類
も
多
く
、
夕
陽
を

見
な
が
ら
の
湯
浴
み
は
、
ま

さ
に
至
福
の
ひ
と
と
き
だ
。

　
温
泉
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

は
「
温
泉
湯
師
」
の
存
在
が

証
明
し
て
い
る
。

度
と
い

う
高
温
の
源
泉
を
気
温
や
風

速
の
バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
て

適
度
な
湯
温
に
調
整
。
プ
ロ

の
匠
の
技
が
名
湯
を
支
え
て

い
る
。

　
２
０
１
１
年
３
月
に
は
、

南
館
６
階
の
客
室
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
。
「
Ｔ
ｈ
ｅ
オ
ー
シ

ャ
ン
倶
楽
部
」
と
し
て
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
源
泉
か

け
流
し
露
天
風
呂
付
き
の
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
、
テ
ラ
ス
付

き
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
な
ど
計
７

室
。
高
級
感
あ
ふ

れ
る
客
室
か
ら
美

し
い
日
本
海
、
水

平
線
に
沈
む
夕
陽

を
眺
め
ら
れ
る
。

　
夕
朝
食
会
場
も

「
蒸
気
源
ダ
イ
ニ

ン
グ
は
ま
な
す
」

と
し
て
装
い
を
新

た
に
し
た
。
高
温

の
源
泉
を
使
っ
て

蒸
し
上
げ
る
「
源
泉
蒸
し
料

理
」
を
提
供
す
る
。
日
本
海

の
新
鮮
な
幸
、
日
本
一
に
も

な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
、
村
上

牛
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
も
の
を
堪
能
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
▽
夕
映
え
の
宿
汐
美
荘
は

新
潟
県
村
上
市
瀬
波
温
泉
２

の
９
の

。
☎
０
２
５
４

（
５
３
）４
２
８
８
。http:/

/www.shiomiso.co.jp/

露
天
風
呂
付
き
客
室

８
階
展
望
大
浴
場

　
山
形
県
か
み
の
や
ま
温
泉

の
「
日
本
の
宿
　
古
窯
」

（
佐
藤
信
幸
社
長
）
。
み
ち

の
く
屈
指
の
名
旅
館
は
、
敷

地
内
で
発
掘
さ
れ
た
、
今
か

ら
約
１
３
０
０
年
前
の
奈
良

時
代
の
窯
跡
に
ち
な
ん
で
そ

の
名
が
付
け
ら
れ
た
。
館
内

で
は
素
焼
き
の
皿
に
絵
付
け

を
し
て
も
ら
う
楽
焼
を
宿
泊

客
ら
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
各
界
の
著

名
人
が
描
い
た
約
３
３
０
０

枚
の
中
か
ら
、
約
千
枚
の
作

品
を
展
示
し
て
い
る
。
石
原

裕
次
郎
、
美
空
ひ
ば
り
、
坂

本
九
、
岡
本
太
郎
な
ど
、
そ

の
作
品
の
数
々
は
古
窯
の
歴

史
そ
の
も
の
。人
柄
や
思
想
、

哲
学
ま
で
表
現
さ
れ
た
、
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
見
学
し

た
い
。

　
温
泉
は
「
三

大
美
人
泉
質
」

と
う
た
わ
れ
る

良
質
の
湯
で
、

泉
質
は
「
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
カ
ル

シ
ウ
ム
・
塩
化

物
・
硫
酸
塩
温

泉
」
。
温
泉
に

含
ま
れ
る
メ
タ

ケ
イ
酸
が
肌
の

水
分
や
脂
を
適

度
に
保
つ
ほ

か
、
表
皮
細
胞

の
角
質
化
を
促
進
し
、
し
っ

と
り
と
キ
メ
細
か
い
肌
を
つ

く
っ
て
く
れ
る
。
メ
タ
ケ
イ

酸
は
温
泉
千
㍉
㍑
に
対
し
、

包
含
量

㍉
㌘
以
上
な
ら
美

肌
に
有
効
だ
と
さ
れ
て
い
る

が
、
古
窯
の
温
泉
は

㍉
㌘

と
抜
群
に
多
い
。

　
浴
場
は
１
階
の
大
浴
場

「
紅
花
風
呂
」
と
８
階
の
展

望
大
浴
場
。
紅

花
風
呂
は
昔
、

山
形
の
紅
花
が

北
前
船
で
京
都

に
運
ば
れ
た
史

実
に
な
ら
い
、

原
型
の

分
の

１
サ
イ
ズ
の
北

前
船
を
ヒ
ノ
キ

で
再
現
し
た
も

の
。
和
の
情
緒

が
あ
ふ
れ
る
趣

の
あ
る
風
呂

だ
。
ほ
か
に
高

温
サ
ウ
ナ
や
、

日
常
の
自
然
環

境
で
は
ほ
と
ん
ど
体
験
で
き

な
い
マ
イ
ナ
ス
５
度
近
く
の

冷
温
サ
ウ
ナ
「
か
ま
く
ら
サ

ウ
ナ
」が
あ
る
。温
泉
入
浴
、

冷
温
サ
ウ
ナ
、
高
温
サ
ウ
ナ

に
繰
り
返
し
入
る
こ
と
で
体

の
新
陳
代
謝
効
果
を
得
ら
れ

る
と
い
う
。

　
一
方
、
展
望
大
浴
場
は
、

雄
大
な
蔵
王
連
峰
と
歌
聖
・

斎
藤
茂
吉
の
ふ
る
さ
と
上
山

市
街
の
景
色
を
一
望
で
き
る

絶
景
の
湯
。
夏
は
満
天
の
星

空
、冬
は
連
峰
の
雪
景
色
と
、

季
節
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

景
色
を
楽
し
め
る
。

　
ほ
か
に
、
３
階
の
貸
し
切

り
風
呂
、
２
・
４
階
の
露
天

風
呂
付
き
客
室
と
、
温
泉
を

楽
し
む
施
設
は
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。

　
▽
日
本
の
宿
　
古
窯
は
山

形
県
上
山
市
葉
山
５
の

。

☎
０
２
３
（
６
７
２
）
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月替わり懐石の厳選懐石膳

　
世
界
遺
産
の
日
光
東
照
宮

に
ほ
ど
近
い
栃
木
県
日
光
温

泉
の
日
光
千
姫
物
語
（
根
本

芳
彦
社
長
）
は
、
月
ご
と
に

献
立
が
か
わ
る
懐
石
料
理

「
千
姫
御
膳
」
が
評
判
だ
。

旬
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取

り
入
れ
和
洋
の
料
理
人
が
腕

を
ふ
る
う
。
料
理
へ
の
こ
だ

わ
り
に
加
え
、
浴
場
や
客
室

に
も
趣
向
を
こ
ら
し
旅
行
者

を
癒
す
。
昨
年

月
に
は
男

性
用
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
を
新
た

に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
夕
食
と
し
て
メ
イ
ン
で
提

供
す
る
月
替
わ
り
懐
石
「
千

姫
御
膳
」
は
、
和
食
の
粋
と

フ
レ
ン
チ
の
華
や
か
さ
の
両

方
が
楽
し
め
る
。
さ
ら
な
る

贅
を
求
め
る
宿
泊
客
に
は
、

千
姫
御
膳
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
せ
た
「
厳
選
懐
石
膳
」

を
薦
め
て
い
る
。
ブ

ラ
ン
ド
牛
の
「
と
ち

ぎ
和
牛
」
や
地
元
産

の
湯
波
を
は
じ
め
、

旬
の
食
材
を
使
っ
た

こ
だ
わ
り
の
料
理
で

も
て
な
す
。
ま
た
質

は
そ
の
ま
ま
で
量
を

加
減
し
た
「
控
え
目

懐
石
膳
」
の
用
意
を

行
っ
て
い
る
。

　
美
と
健
康
を
気
遣

う
女
性
向
け
に
「
ヘ

ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」

も
プ
ラ
ン
に
加
え
た
。
地
元

の
野
菜
を
中
心
に
カ
ロ
リ
ー

を
抑
え
た
こ
だ
わ
り
の
料
理

を
提
供
す
る
。

　
夕
食
で
は
厳
選
素
材
を
使

用
し
た「
フ
レ
ン
チ
コ
ー
ス
」

も
選
択
で
き
る
。
朝
食
に
も

心
を
尽
く
し
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
に
和
食
と
洋
食
を
選
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
完
全
予
約
制
の
昼
食
は
、

月
替
わ
り
懐
石
、湯
波
懐
石
、

精
進
料
理
、
ビ
フ
テ
キ
御
膳

な
ど
を
そ
ろ
え
る
。
昼
食
に

合
わ
せ
て
入
浴
プ
ラ
ン
を
セ

ッ
ト
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
客
室
は

室
。
和
室
は
全

室
南
向
き
で
窓
か
ら
は
鳴
虫

山
と
大
谷
川
の
渓
谷
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
和
室
の
ほ
か
、
和

洋
特
別
室
は
３
部
屋
、
露
天

風
呂
付
き
和
室
は
３
部
屋
。

　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
備
え
ら

れ
た
庭
園
風
の
露
天
風
呂
で

は
日
光
の
四
季
の
移
り
変
わ

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
昨
年
末
に
は
男
性
浴
場

に
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
女
性
浴
場
に
は
肌

や
髪
に
潤
い
を
与
え
る
テ
レ

マ
ー
レ
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
や
美

容
効
果
の
高
い
シ
ル
キ
ー
バ

ス
を
備
え
て
い
る
。

　
▽
日
光
千
姫
物
語
は
栃
木

県
日
光
市
安
川
町
６
の

。

☎
０
２
８
８
（
５
４
）
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ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
が
付
い
た

庭
園
風
の
露
天
風
呂

人
気
が
高
い
ブ
ッ
フ
ェ

空
中
庭
園
露
天
風
呂
「
昇
龍
の
湯
」

　
栃
木
県
鬼
怒
川
温
泉
の
あ

さ
や
（
八
木
澤
哲
男
社
長
）

は
、
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
自

家
源
泉
を
持
ち
、
抜
群
の
展

望
を
備
え
た
屋
上
階
の
露
天

風
呂
を
は
じ
め
、
多
種
多
様

な
浴
場
が
自
慢
だ
。

　
館
は
開
放
的
な
吹
き
抜
け

の
ロ
ビ
ー
が
印
象
的
な
「
秀

峰
館
」
と
、
古
き
良
き
日
本

の
温
泉
旅
館
の
情
緒
が
漂
う

「
八
番
館
」
で
構
成
。
温
泉

は
鬼
怒
川
の
川
底
か
ら
湧
き

出
る
自
家
源
泉
。
ア
ル
カ
リ

性
単
純
温
泉
の
湯
で
肌
触
り

が
良
い
。

　
秀
峰
館
の
屋
上
に
は
、
川

面
か
ら
約

㍍
と
い
う
鬼
怒

川
で
最
も
高
い
場
所
に
空
中

庭
園
露
天
風
呂「
昇
龍
の
湯
」

が
あ
る
。
総
檜
造
り
の
船
形

の
浴
槽
の
ほ

か
、
岩
風
呂
、

桶
風
呂
が
あ

り
、
男
女
入
れ

替
え
制
で
楽
し

め
る
。
貸
切
風

呂
の
「
打
ち
出

の
小
槌
の
湯
」

も
あ
る
。

　
八
番
館
の
大

浴
場「
滝
の
湯
」

は
内
湯
と
露
天

風
呂
、
寝
湯
、

座
湯
な
ど
。
女

性
客
用
に
は
ナ

ノ
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
や
シ
ル
キ
ー
風
呂
も
あ

る
。

　
客
室
数
は
計
１
９
２
室
。

そ
の
中
に
は
シ
モ
ン
ズ
社
製

ベ
ッ
ド
を
配
し
た
禁
煙
ル
ー

ム「
洋
室
ハ
リ
ウ
ッ
ド
タ
イ

プ
」
室
、「
露
天
風
呂
付
き

客
室
」６
室
も
備
え
て
い
る
。

　
食
事
は
ブ
ッ
フ
ェ
コ
ー
ス

の
人
気
が
高

い
。
地
元
の
旬

の
素
材
を
和
洋

中
１
０
０
種
類

以
上
の
料
理
で

提
供
。
オ
ー
プ

ン
キ
ッ
チ
ン
で

は
目
の
前
で
天

ぷ
ら
、
ス
テ
ー

キ
な
ど
を
調
理

す
る
。
デ
ザ
ー

ト
コ
ー
ナ
ー
も

充
実
。
も
ち
ろ

ん
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
は
部
屋
や

個
室
、
宴
会
場

で
の
和
食
膳
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　
９
月
９
日
に
は
館
内
の
２

施
設
が
新
し
く
な
る
。
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ひ
と
時
が
過

ご
せ
る
バ
ー
「
ザ
・
バ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
。
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル

な
ど
を
提
供
す
る
。
居
酒
屋

「
き
ぬ
の
蔵
」
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
地
酒
や
焼

酎
が
楽
し
め
る
和
モ
ダ
ン
な

空
間
で
、「
大
人
の
隠
れ
家
」

の
よ
う
な
個
室
風
の
席
も
用

意
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
商
品
化
以
降
、
大

好
評
の
「
あ
さ
や
特
製
和
牛

カ
レ
ー
」
も
発
売
中
。
ブ
ッ

フ
ェ
で
は
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
が
味
わ
え
る
。

　
▽
あ
さ
や
は
栃
木
県
日
光

市
鬼
怒
川
温
泉
滝
８
１
３
。
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０
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